
当区域は、神奈川県東部の三浦半島中央部に位置し、二級河川下山

川の北側斜面で比較的急峻な山地山麓斜面である。地質的には、葉山層
群などが断層運動等により風化作用を受け、潜在的に地すべりを起こし
やすい地域となっている。道路、擁壁等に亀裂を生じており、滑落崖や湧
水などの地すべり現象が認められる。保全対象には、多数の人家のほか
、小学校や主要地方道である県道、防災上重要なＮＴＴの交換センター、
災害時要援護者対策としての保全対象である病院が存在する。
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地すべり対策事業により、災害時要援護者施設を保全することで公平で安
心な高齢化社会の創設に貢献している。
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保全対象（葉山病院）

災害時要援護者対策の推進について

〈神奈川県三浦郡葉山町大沢地先〉

地すべり事業（大沢地区）の効果について


